
そうして、そのしずかなこと…。でんしゃのおとも、

じどうしゃのひびきも、にんげんや、いぬのこえも、

なにもきこえません。いきたものが、すんでいるのか

どうか、わからないくらいです。おしゃべりひめは、

しばらくのあいだ、ぼんやり、そのけしきに、みとれ

ていましたが 「ああ、こんなしずかなところにいた、

ら、さぞいいだろう。ひるま、おしゃべりをするひば

りや、よなかに、なきまわるかえるがいないから、ど

、 」 、んなに うるさくなくていいだろう とおもいながら

ふと、あしもとをみますと、いっぽんのつたが、たれ

さがって、ずうっとがけのしたの、いえのほうまで、

いっております。おしゃりひめは、すぐに、そのつた

をつたって、したへおりはじめました 「もう、この。

くにへきたら、くちをきくまい。このくにには、あの

ひばりや、かえるのくちのように、もっとやっぱり、

あたしよりも、ずっとひどいおしゃべりがいて、あた

しをしゃべりまかして、いじめるにちがいない。そう

して、おしゃべりさえしなければ、きっとしんせつに

してもらえるにちがいない」と、こうおもいながら、

おしゃべりひめは、つたにすがって、がけをおりはじ



めました。はじめのうちは、がけが、でこぼこしてい

るので、おしゃべりひめは、ちょうど、かいだんをお

りるようにして、つたにすがりながら、おりてゆきま

したが、だんだんしたのほうになりますと、がけがき

ゅうになって、しまいには、まったくちゅうにぶらさ


